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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· Ｈ24　3/3（土）3/4（日）依存症者家族支援プログラム担当者全国研修

＜プログラム検討＞

· 1月のプログラムは決済待ちである。

· 新プログラムは食事提供の件が決まるまで調整中である。

＜治療環境整備＞

· 大掃除の予定表をパソコンのデスクトップに貼り付けている。終了したら随時消して下さい。

＜新書式検討＞

· 12月提出の書式がまだ出来ていない。来年の1/10までに提出を行う。

＜業務改善＞

　　・特になし。

＜事例検討＞

関　秀治様(33)　統合失調症　利用日：火・木　　利用率：100％

長期目標　単身生活の維持。

中期目標　健康管理を行う。

短期目標　①目標体重63㎏に向けて減量する。

　　　　　②疲労に対する対処が出来る。

　　　　　③悩み事がある際は相談出来る。

治療計画　①食事内容を確認しバランスの良い食事を促す。

②無理をする事で疲労を感じる事があり無理をしない過ごし方や疲労感の対処法を共に検討する。

③悩み事がある際には相談するよう促し自ら行動に移せないでいる際には声をかける。

検討内容　実施計画、目標の見直し
現在の状況

1 について

· 本人は今の生活が良いと話している。

· 脂肪肝がある。標準体重63㎏に対し8月76㎏、11月は80㎏である。

· ナイトケアにて食事のお代わりをする事がある。

· 自主的にエアロバイクや、汗をかきながらレクダンスやエアロビ等の運動を行っている。

· 食生活では野菜を摂れていない。

2 について

· 熱があるのに無理してデイケアで過ごすという時がある。

· クリスマス行事にて、無理をしないようにと自らケーキ作りではなく、ちぎり絵を選んでいる。

· 「緊張する。」と話し、人との関わりが得意ではない様子。

· 熱による症状を疲労と捉える事がある。

· 最近は「無理してないです。」と自分から表現出来るようになっている。

3 について

· アドバイスを直ぐに受け入れるが、柔軟性に欠ける。

· 自分から不安や不調を訴える事は無いため声をかけ確認するようにしている。

· パンション　リビエラで掃除の仕事をしており、慣れてきたとの事。

· 夜間の尿失禁があることを悩み、担当医へ相談している。

· 薬や体調の事を聞いてきたスタッフには体調の事を相談し、仕事の事を聞いてきたスタッフには仕事の事を相談するなど分野事に分けて相談をしている。

· 何かいつもと違う事や困っている事がある場合には、遠慮しないで相談して欲しいと伝えている。

· １人で過ごす事があるが、落ち着く環境なのか、孤独を感じているのか確認が必要。他者とは一緒に卓球をしたり、出かけたりと交流を持つ事が出来ている。

検討結果
・目標、計画はそのままで記載内容を具体的にする。

＜利用者様情報＞

· 細越　定生様～12/23自宅付近でバイクで走行中に転倒。左半身に冷湿布６枚で対応して

いる。自宅では電気毛布を使い暖を取っているが温めると痛みが出てくるとの事。

· 佐藤ミツ子様～右手第1・2指、左手第1指にビニールテープを巻いていたが本日はカッ　　

トバンと軟膏を塗布して来所されている。

· 鈴木　茂子様～夕べはぐっすりと眠れたと話しているが、朝から強い眠気があるとの事。　

ミーティング、プログラム中も閉眼している。

· 佐藤　朗子様～ナイトケアを利用した翌日は疲労感を感じる為、今後はデイケア利用を

希望。1月いっぱいでナイトケアを終了し、2月からデイケアを利用する

予定。月1回木曜日の受診日にデイケアを利用する予定。2/16（木）デ

イケア初来所予定。

＜ケースカンファレンス報告＞

清水　泰雅様

· 母親の対応が本人に押し付けとなっている。

· 本人に仕事をさせたいとの母親の希望があり、うみねこ幸房を体験する事とする。

· 母親、本人のデイケアでの具体的な目標設定、実施計画を再度確認する必要がある。

· ＮＰＯ家族会を紹介する。

· 自宅での役割を持つ訓練として青山荘を利用する案が出ている。

久保　興介様　　（幸房）　幸房には通えていない。

工賃の支払いがあると伝えても幸房に来所できていない。

（青明舎）何もせずにソファーに座っている。

作業に参加するも、一度失敗すると二度と手を付ける事は無い。

（デイケア）プログラムに参加する事が出来ない。

個人面談をスタッフ２名と共に来所時に行っている。

　　　　　　　　（自宅）　父親に「仕事は甘くない。」と就職を反対されている。春先まで

　　　　　　　　　　　　　待つと話していたが青明舎に職親を希望していると話している。

· 自分からは何もせず、構って欲しい態度を示しているように見える。

· 自宅では何もしていない時には「死にたい」と思っているとの事。

· 他人にどう見られているのかが気になる。

· 担当医へ情報提供し母親に今の現状を理解して頂く。

· 来春には担当医を含め、改めてケースカンファレンスを行う予定。

